
１ 事業の目的

鹿児島市消防団

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

〇地域防災を担う消防団員の確保・増員及び消防団組織の活
性化を図るとともに消防団の活躍の推進及び地域における防災
力の強化を目的とする。また、若者や女性の入団促進や消防団
のＰＲを通して、総合的に消防団員を確保する必要がある。

２ 事業内容
【学生機能別分団】

将来の地域防災の担い手を育成し、地域防災力の強化につな
げるために、学生機能別団員の活動内容の充実及び加入促進
図るもの。

【女性分団】
女性消防団員の活躍を推進するため、活動内容の充実を図り、

地域防災力の強化と本市消防団組織の活性化を図るもの。

【技能別消防団】
消防団員の技能・資格等を活用できる組織体制を構築し、大規

模災害時等における消防活動の充実強化を図るもの。

写真や図など

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

説明会（学） 回数 7回 2回 加入促進の説
明会や各種の訓
練・研修を実施し
た。

訓練等（女） 回数 17回 17回

訓練等（技） 回数 12回 4回

写真や図など

３ 事業成果
【学生機能別分団】

大学生等の消防団への加入を促進し、消防団活動を通し
て、将来の地域防災の担い手を育成し、地域防災力の強化
に繋げるとともに、大規模災害時等において避難所運営を
補助できる、一定の防災教育を受けた要員の確保が図られ
た。
77人（R6.4.1）→ 127人（R7.2.1）

【女性分団】
災害現場における後方支援活動や大規模災害時の避難

所運営補助活動など、女性消防団員の新たな活動が充実
することにより、地域防災力の充実強化が図られ、更には組
織の活性化及び消防団のＰＲにも繋がった。
47人（R6.4.1）→ 50人（R7.2.1）

【技能別分団】
技能別消防団と消防署が連携した訓練や消防団員に対し

て資機材取扱い訓練を実施することで、消防活動の充実強
化を図ることができた。
187人（R6.4.1）→187人（R7.2.1）

５ その他参考情報

鹿児島市自治体名

【災害図上訓練】 【災害救助訓練】
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